





































































































































































    で差し出された客体の変化後の状態をまるごとの姿でとらえている。 
 
(11)その音というのは、スチームの上でからからに乾いている一つのアイスク 




    ト的な意味を表しながら、主節時と同時の相対的テンスを示している。特に、 
    その運動の様態を示す｢汽車の振動につれてすこしずつ位置を変えながら｣の共 
















    変化後の状態をまるごとの姿でとらえ、主節時(＝｢務める｣＝発話時)との同時 
    の絶対的テンスを表している。また、｢務める｣は進行中のアスペクト的な意味 
    において｢務めている｣と置き換えできることが、その前の共起しているダイク 











           (中村正軌著『アリスの消えた日』BCCWJ-NT) 
 
(14)(15)の｢開ける｣は、限界達成またはまるごとの姿で動作をとらえながら、 
    また、文脈情報を基に、連体節時が主節時より以後且つ発話時より以前の相対 
     的テンスに解釈できる。 
 












              (畑山博著『神よりも尊き者たち』BCCWJ-NT) 
 
(16)(17)は、限界達成またはまるごとの姿でとらえている｢つくる｣動作の発生 
    する時間が、主節時または発話時より以後でも以前でもなかろう。アスペクト 
    性においては、客体変化後の状態をまるごとの姿で取り出すのも、動作の進行 
    中における｢テイル｣形との置き換えも可能である。何れも、相対的なテンスに 










    意味になり、副次的に客体変化を表している。この場合は、｢タ｣形でも同じ、 
    パーフェクトの設定時点が主節時(＝｢重そうだ｣＝発話時(歴史的現在の影響が 









             (門田泰明著『黒豹ダブルダウン』BCCWJ-NT) 
 
(19)は、連体節述語が、主体動作パーフェクトを表していると同時に、副次的 
    に客体変化をもとらえている。パーフェクトの設定時点が発話時に先行する主 
    節時に重なり合っているので、相対的テンスとしての現在パーフェクトになっ 
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注 
1.久野(1973)、三原(1992)、橋本(1994、2012、2013)、岩崎(1998)、井島(2019)などである。 
2.寺村(1984)、中畠(1994)、大木(2002)、陸潔(2013)などがある。 
3.高橋(1973、2003)、紙谷(1989)、工藤(1995)、丹羽(1996)、須田(2005)などがある。 
4.運動動詞(動作･変化を問わず)に限定する。 
5.主節時と従属節時と発話時とはそれぞれ、主節述語が表す時間と従属節述語が表す時間と発話
時点を指す。また、橋本(2013)により、主名詞(被修飾名詞)時という別の基準時が存在する可能
性もある。 
6.｢⌒｣は、状態を示す。以下、同。 
7.ただし、図(1)と図(2)には従属節述語動詞のパーフェクト的な意味が含まれていない。 
8.主節述語状態性非過去形:名詞述語｢ダ｣形･形容詞述語｢イ｣形･状態動詞などの非運動動詞｢ル｣
形･運動動詞｢テイル｣形。 
 主節述語状態性過去形:名詞述語｢ダッタ｣形･形容詞述語｢カッタ｣形･状態動詞などの非運動動
詞｢タ｣形･運動動詞｢テイタ｣形。 
 主節述語運動性非過去形:運動動詞｢ル｣形。 
 主節述語運動性過去形:運動動詞｢タ｣形。 
9.連体修飾に立つ｢ル｣形の用法。 
10.国語国立研究所『現代日本語書き言葉均衡コーパス(通常版)』。 
11.『CD-ROM版:新潮文庫の100冊:新潮社:1995』。 
  
